
医学部皮膚科学ばんたね病院
（美容皮膚科、レーザー治療）
臨床教授を拝命して

　この度、2026年5月1日付で藤田医科大学ばんたね
病院皮膚科学臨床教授を拝命いたしました。就任にあ
たり、主任教授である杉浦一充教授、ばんたね病院院
長の堀口明彦教授をはじめ、これまでご指導、ご支援を
賜りました諸先生方、藤医会会員の皆様に心より厚く
御礼申し上げます。
　私は名古屋市東区出身、私立東海高等学校を卒業
し、1995年に藤田保健衛生大学（現、藤田医科大学）
を卒業いたしました。同年5月、故　上田　宏教授が主
宰される皮膚科学講座に仮入局し、研修医として藤田
保健衛生大学病院に入職いたしました。研修医終了
後、正式に皮膚科学講座に入局とともに大学院に進学
し、ラテックスアレルギーの実態調査を中心とした皮膚
アレルギー研究に取り組み、2001年に学位を取得いた
しました。
　現在私の専門分野であるレーザー治療・美容皮膚
科との出会いは研修医１年目に遡ります。
　第13回日本臨床皮膚外科学会総会・学術大会（栃
木）において、当時本学会理事（のちの理事長）であっ
た松永佳世子講師（現、皮膚科名誉教授）、梅村芳樹
講師（当時医局長）とご一緒する機会をいただきまし
た。そのご縁から同年に梅村医局長とともに京都城北
病院形成外科（鈴木晴恵先生：現、鈴木形成外科 小
児科）を訪問し、レーザー治療を見学したことが本分野
に進む契機となりました。
　その後、1997年4月から2001年5月まで、大学院で
の研究日などを活用し、週１回京都城北病院で研修お
よび診療に携わりました。さらに研修先の先生方のご
推薦により、2002年4月より2004年３月まで米国ボスト
ンのWellman  Laboratories for Photomedicine 
(現、Wellman Center for Photomedicine： 
Department of Dermatology, Massachusetts 
General Hospital, Harvard Medical School）に
2年間Research Fellowとして研究（太田母斑に合併
する眼球メラノーシスに対するレーザー治療法開発）
に従事する機会を得ました。
　2004年の帰国後、藤田医科大学病院皮膚科にて
皮膚科レーザー外来を開設し、2016年にはばんたね

病院において皮膚科レーザー外来を開設し診療・研
究・教育に携わっております。
　診療では保険診療による各種「あざ」の治療を中心
に、自費診療による各種「シミ」のレーザー治療も行っ
ております。色素レーザー、Qスイッチレーザー、光治療
器（Intense Pulsed Light：IPL治療）、炭酸ガスレー
ザーなどを用い、患者さま一人ひとりに適した治療を提
供しております。
　とくに小児「あざ」治療に力を注いでおり、2歳までの
治療完了を目標に、早期治療の重要性について啓発
活動にも取り組んでおります。また乳児血管腫の診療
では小児科との連携のもとレーザー治療に加えてプロ
プラノロール内服療法も実施していただいております。
　研究・教育面においては専門領域学会に積極的に
参加しております。日本皮膚科学会では美容皮膚科・
レーザー指導専門医委員会の資格担当長を務め、日
本臨床皮膚外科学会では理事長を拝命いたしました

（2015年12月～2021年12月）。また、2024年8月には
第42回日本美容皮膚科学会総会・学術大会の大会長
を務めさせていただきました。留学にてお世話になった
先生方4名に加え、藤医会の先生から藤田　潔先生

（桶狭間病院藤田こころケアセンター）、石川清仁先生
（ばんたね病院泌尿器科教授）にもご講演をいただき、
台風の中ではありましたが多くの皆様のご参加のもと
盛況裡に終えることができました。
　近年「直美」という言葉に象徴されるように、美容医
療を取り巻く環境は大きく変化しております。しかし安
全で質の高い医療を提供するためには、皮膚科学およ
び関連領域における十分な研鑽が不可欠であると考
えております。ばんたね病院ではこれまで岐阜大学、福
井大学、秋田大学皮膚科などから国内留学・研修を受
け入れてまいりました。これからも皮膚科学講座および
藤田医科大学の発展に貢献していく所存です。
　最後になりましたが、これまで支えてくださったすべて
の皆様に深く感謝申し上げます。ま今後も初心忘れる
ことなく診療・研究・教育に一層精進してまいりますの
で、今後とも引き続きご指導、ご鞭撻を賜りますよう何
卒よろしくお願い申し上げます。

秋田 浩孝（18回生）

藤田医科大学ばんたね病院 皮膚科学　教授

長谷川 みどり（9回生）

藤田医科大学　保健衛生学部　学部長
藤田医科大学　副学長
藤田医科大学病院　腎臓内科　教授

藤医会新任副会長のご紹介

　この度藤医会副会長を拝命しました16回生の佐々
木ひと美です。
　現在は藤田医科大学本院で腎泌尿器外科臨床教
授及び医療連携福祉相談部部長として日々 楽しく仕事
をさせていただいております。
　またフジタエグゼクティブクラブ統括責任者として藤
田を愛してくださるVIPの皆様の健康を守る国際医療
センターのエグゼクティブアドバイザーも務めていま
す。医学部を卒業してしばらくは同窓会の大切さを感じ

ないことも多いかと思いますが、年齢を重ねるたびに同
級生だけではなく先輩後輩の繋がり、藤田の卒業生と
しての誇りを感じるようになりました。藤田医科大学で
培った優しさの医療とチームワークの良さは私たち藤
田っ子の特徴ではないでしょうか。
　これからも藤医会の先輩方の藤田愛を感じながら後
進への架け橋となれるよう努めてまいります。今後とも
何卒よろしくお願い申し上げます。

　この度、藤医会副会長を拝命いたしました、医学部9
回生の長谷川みどりです。
　私は卒後2年間の初期研修および1年間のトヨタ記
念病院への出向を除き、藤田医科大学で腎臓内科を
専門として歩んでまいりました。2016年2月から2025
年3月までは大学病院医療連携福祉相談部部長とし
て、地域医療連携や患者支援に関するさまざまな課題
に向き合ってまいりました。その中で、母校の卒業生の
皆様から温かいお声掛けや励ましをいただき、多くの場
面で力添えをいただきました。卒業生同士のつながり
の心強さとありがたさを実感した貴重な経験でした。
　現在は、看護学科とリハビリテーション学科から成る
保健衛生学部長を務めており、ここでも学部の枠を超

えて多くの卒業生の皆様に支えられております。学園
が発展を続ける中、卒業生の皆様は大学や地域医療
をはじめ、さまざまな分野で活躍されており、その存在
は本学の誇りです。また、医療現場や社会が大きく変
化する中、それぞれの立場でさまざまな課題や悩みに
向き合いながら歩んでおられることと思います。藤医会
が卒業生同士をつなぎ、励まし合い、寄り添い合える心
の拠り所であり続け、その輪の広がりが大きな力となっ
ていくことを願っております。
　微力ではございますが、藤医会のさらなる発展に尽
力してまいりますので、ご支援、ご協力のほど何卒よろ
しくお願い申し上げます。

佐々木 ひと美（16回生）
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藤田医科大学病院　医療連携福祉相談部　部長
藤田医科大学病院　国際医療センター　フジタエグゼクティブクラブ統括責任者
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